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   A clinical trial was performed with the tranquilizer Bromazepam on 39 patients undergoing 
diagnosis of psychogenic impotence, and the drug effect was evaluated according to the criteria based 
on our protocol. The protocol specifies 8 tests (1 for libido, 4 for erection, 2 for ejaculation,  1for orgasm) 
which are scored according to an arbitrary logarithmic scoring system. At the end of the study the 
points made in the 8 tests were added to obtain the total score as the basis for evaluation of the overall 
drug effect. 
   After treatment all tests showed an improvement, and the improvement in erection during mastur-
bation, reflective erection, and condition of ejaculation was statistically significant. The total score 
also improved from 16.77+2.62  (mean  ±  S.D.) before treatment o  11.42+1.96 after treatment, and 
the change was again statistically significant  (P  <0.05). The rate of satisfaction as a subjective symp-
tom of improvement also increased from  25.38+4.40% to  39.10+4.53%. 
   The results of the present study provide evidence to indicate that Bromazepam is beneficial for 
psychogenic impotence. 
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優位の不安 ・緊張 状態 では・ 勃起のメカニズム1)か
らもあきらかなごとく勃起は抑制され,性交も失敗す













Table1.B.性機 能 調 査 表
外来番号 初診日 年 月 日








































(2.精液 量 が 少 な い()
②射酬:駕 驚:轡
B.射 精 まで の時 間 は い か が です か 。
1.全 く正 常()
2.や や 早 い,あ るい はや や おそ い()
3.か な り早 い,あ る い はか な りお そ い()
4.瞬 間 的 に 出 て しま う,あ るい は い く らた って
も射 精 しな い()
IV.オル ガス ム(絶 頂感)は いか が で す か.
正.十 分 あ る()
2.や や 減 退 して い る()
3.か な り減 退 して い る()
4.全 くな い()
V.最 後 に 全 体 と して現 在 の状 態 は どの程 度 満 足 して
い るか 下 の 例 に な らっ て直 線 の 上 に満 足 感 を 記 入 し
て下 さい.




A.射 精 の状 態 い い か が です か(1),②のほ か に1,2,
3,4のいず れ か に ○ して 下 さい.

































松橋 ・ほか:心 因 性 イ ンポ テ ソスBromazepam
B「omazepamの効 果
果
Bromazepam投与 前 後 の患 者 の イ ンポ テ ンス の 状
態 を前 述 の調 査 表 に よ って調 査 した 結 果 をTable2,
Fig.1に示 した.
治療 前 の性 欲 の項 目(Dで は,scoreの平 均 値 が
0.95±0.16(Mean±S.E.)であ った が,本 剤 投 与 後
は0.87±0.28とな り,性 交 時 の勃 起 の項 目([A)で
は,投 与 前3.18±O.45であ った が,投 与 後 は2.41±















































0.40に,マス タ ーベ ー シ=ン 時 の 勃起 の項 目(皿B)は,
投 与前2.33±0.50であ った が,投 与 後 は1.38±0.28と
な り,ま た 反 射 性 の勃 起 の項 目(Hc)で は,投 与 前
3.13±0・59であ った が,投 与 後 は1.92±0.40とそ れ ぞ
scoreが減 少 した.つ ぎに射 精 状 態 の項 目(皿A)で
は,投 与 前 の平 均 値 が1.28±0.43であ った が,投 与 後
は0.95±0.36と減 少 し,射 精 まで の 時 間 の項 目(皿B)
も投 与 前3.69±0.58であ った が,投 与後 は2.41±0.45
と減 少 し,最 後 の オ ル ガ ス ム の項 目(】V)で は投 与 前
2・21±0.46であ っ たが,投 与 後 は1.46±0.36と減 少 し
てい た.
以 上 に示 した よ うに 各 項 目 と もそ の平 均 値 を比 較 す
る と,す べ て にBromazepam投与後 改善 が み られ,
と くに マス タ ーベ ー シ ョ ン時 の勃 起(皿B),反 射 性 勃
起(皿c),射 精 ま で の 時 間(皿B)で は本 剤 投 与 前 後
で統 計 学 的に 有 意 の差 を も っ て改 善 した こ とが あ き ら
か とな った.ま た各 項 目の平 均scoreを 図表 上 に プ
ロ ッ トす る と,Fig.1のご と く本 剤投 与 後 の面 積 の縮
小 が み られ そ の有 効 性 が 視 覚 か ら容 易 に確 認 で き た.
つ ぎにtotalscoreにつ い ては,Tablela.Table
lbに 記 載 して あ る1～IVま で のす べ て の項 目の 総 和
で示 して い るが,今 回 の調 査 では 本 剤投 与 後 の ス タ ン
ブ テス トを施 行 して い な い の で この 項 目(ID)以 外
の項 目のscoreの総 和 を も っ てtotalscoreとした.
こ のtotalscorcは,本剤 投 与 前 は16.77±2.62であ
った が,投 与 後 は11.42±1.96と改 善 を示 し,両 者 間
に は 統 計 学 的 に 有意 の差(P<0.05)がみ られ た.
最 後 の 項 目(V)の 自己 判 定ezよる性 生 活に 対 す る
満 足 度teつい て は,本 剤 投 与 前 の 平 均 は25.38±4.40
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